
従来型の博士後期課程
学生側から見た問題点

企業等の
外部研究機関

学生

他大学

B4

B3

M1

M2

D1

D3

D2

B

M

D

D3
3

2

4

短い就活期間
D2後半からD3の短い期間で自分に合った就職先を
見つけなければならない

就職

進学チャンスを失う

博士後期課程進学のメリットが伝わらない

研究の有用性
自分の研究が実際に世の中で役に立つかどうかが不安

在学中の経済的負担
在学中の生活費と研究費の確保が困難




